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国　税／�5月分源泉所得税の納付� 6月10日
国　税／�所得税の予定納税額の通知� 6月16日
国　税／�4月決算法人の確定申告

　　　　　　（法人税・消費税等）� 6月30日
国　税／�10月決算法人の中間申告� 6月30日
国　税／�7月、10月、1月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合）� 6月30日
地方税／�個人の道府県民税及び市町村民税の納付

（第1期分）� 市町村の条例で定める日
労　務／�健康保険・厚生年金保険被保険者賞与支払

届� 支払後5日以内
労　務／�児童手当現況届（市町村役場に提出）

� 6月30日

6 2014（平成26年）

使途秘匿金課税の適用期限の撤廃　使途秘匿金とは、法人が支出した交際費や機密費
等で、費途が明らかでないもの。違法な支出につながりやすいことなどから、支出抑制
のため追加課税する特例が時限措置として平成６年に設けられ、適用期限が来るたびに
延長されていましたが、平成26年度税制改正で適用期限が撤廃（恒久化）されました。
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現
在
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
円

安
に
よ
る
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
値
上
が

り
で
、
利
用
客
は
一
円
で
も
安
い
と

こ
ろ
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

繁
盛
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
は
車
の
列
が
で
き
、
そ
う
で
な

い
と
こ
ろ
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
経
済
産
業
省
・
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
及
び
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
末
の
全
国
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
数
は
三
万
六
、三
四
九

か
所
で
ピ
ー
ク
時
の
一
九
九
四
年
と

比
べ
四
割
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
二
年
度
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
経
営
業
者
の
倒
産
は
四
七
件
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

倒
産
し
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

は
、そ
の
立
地
や
敷
地
を
活
用
し
て
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

全
業
種
の
倒
産
件
数
が
四
年
連
続

で
前
年
度
割
れ
と
な
る
中
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
前
年
度
（
二
〇
一
一

年
度
）
の
倒
産
件
数
は
五
六
件
で
一
六

％
程
減
少
す
る
な
ど
、
増
減
を
繰
り

返
し
な
が
ら
減
少
基
調
が
続
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
以
降

の
高
水
準
を
脱
却
し
た
と
は
言
い
難

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
卸
価
格
は
高

止
ま
り
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
仕

入
価
格
上
昇
分
を
値
段
に
転
嫁
で
き

ず
に
収
益
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
企
業

の
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。

　

全
業
種
で
の
負
債
総
額
は
倒
産
の

小
粒
化
で
前
年
度
比
二
五
・
二
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
負
債
総
額
は
同

二
三
・
七
％
の
増
加
と
な
り
、
六
年

連
続
で
一
〇
〇
億
円
を
突
破
し
て
い

ま
す
。

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

◇
休
廃
業
・
解
散
は
倒
産
の
約
四
倍

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　

二
〇
一
二
年
度
に
お
け
る
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
休
廃
業
・
解
散
は
、

全
国
で
二
〇
五
件
（
前
年
度
比
七
・

九
％
増
）
と
な
り
倒
産
件
数
の
約
四

倍
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

休
廃
業
・
解
散
の
増
加
は
、
今
後

の
倒
産
件
数
を
押
し
上
げ
る
こ
と
に

も
繋
が
り
ま
す
。
態
様
別
に
み
る
と
、

休
廃
業
が
一
五
二
件
、
解
散
が
五
三

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
一
二
年
度
に
休
廃
業

し
た
事
業
者
の
年
齢
構
成
は
、
七
〇

歳
以
上
が
八
二
件（
構
成
比
四
四
％
）、

六
〇
歳
以
上
と
合
わ
せ
る
と
一
四
六

件
（
同
七
八
％
）
と
全
体
の
八
割
近

く
を
占
め
て
い
ま
す
。
長
年
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
営
ん
で
き
た
経
営

者
に
と
っ
て
、
法
改
正
に
伴
う
老
朽

化
タ
ン
ク
の
改
修
負
担
が
重
く
の
し

か
か
り
、
廃
業
を
選
択
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

◇
一
年
間
で
約
二
五
〇
社
が
消
滅

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　

二
〇
一
二
年
度
の
倒
産
、
休
廃
業
・

解
散
の
発
生
件
数
は
合
計
で
二
五
二

社
と
な
り
ま
し
た
。
倒
産
は
回
避
で

き
た
も
の
の
、
先
行
き
が
見
通
せ
ず

に
休
廃
業
を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　

要
因
と
し
て
は
、
①
仕
入
価
格
の

上
昇
や
環
境
税
負
担
分
を
価
格
に
転

嫁
で
き
ず
収
益
が
悪
化
し
た
こ
と
、

②
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
の

改
正
で
、
タ
ン
ク
の
改
修
な
ど
設
備

投
資
が
必
要
と
な
る
も
投
資
資
金
を

捻
出
で
き
な
い
こ
と
、
③
経
営
者
自

身
が
高
齢
と
な
り
後
継
者
が
い
な
い

こ
と
か
ら
事
業
継
続
を
断
念
し
た
こ

と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
マ
イ
カ
ー
利
用
者
の
減
少

や
エ
コ
カ
ー
の
増
加
が
業
界
の
縮
小

に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、
市
町

村
内
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が

三
カ
所
以
下
で
あ
る
地
域
は
二
〇
一

三
年
三
月
末
で
二
五
七
地
域
に
の
ぼ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
石
油

製
品
の
安
定
供
給
に
支
障
が
出
る
懸

念
が
あ
り
、「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

過
疎
地
」
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
関
係
省
庁
や
地

方
自
治
体
が
連
携
し
、
地
域
政
策
と

し
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

◇
円
安
に
よ
る
各
業
種
の
影
響

◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

　

こ
こ
で
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
だ
け

で
な
く
、
全
業
種
に
お
い
て
、
急
激

な
円
安
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

ガソリン　
スタンド

の
現
状
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て
い
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
円
安
・
ド
ル
高
水
準
と
な

っ
て
お
り
、
円
安
進
行
に
伴
う
原
料

価
格
の
高
騰
は
幅
広
い
産
業
で
コ
ス

ト
増
と
な
る
一
方
、
製
品
価
格
に
転

嫁
で
き
る
の
は
一
部
の
大
企
業
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
中
小
企
業

で
は
、
価
格
に
転
嫁
す
る
の
は
容
易

で
は
な
く
、
急
激
な
円
安
に
よ
る
輸

入
企
業
の
収
益
悪
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
で
は
、
二
〇

一
三
年
四
月
時
点
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

直
接
・
間
接
を
含
め
た
輸
入
取
引
の

あ
る
企
業
に
つ
い
て
、
業
種
別
、
年

商
規
模
別
、
損
益
状
況
、
都
道
府
県

別
に
集
計
し
て
い
ま
す
の
で
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

○
業
種
別
・
年
商
規
模
別

　

輸
入
取
引
を
直
接
・
間
接
を
問
わ

ず
行
っ
て
い
る
企
業
は
国
内
に
七
万

一
、五
二
九
社
（
う
ち
輸
入
と
輸
出
の

両
方
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
一
万

七
、〇
〇
一
社
）
あ
り
、
輸
出
の
み
の

企
業
（
三
万
三
、〇
〇
〇
社
）
の
二

倍
超
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

業
種
別
で
は
、卸
売
業
（
三
万
五
、五

九
五
社
）
が
最
も
多
く
ほ
ぼ
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
以
下
、
製
造
業
、

小
売
業
の
順
。
業
種
を
細
分
類
す
る

と
、
電
気
機
械
、
ア
パ
レ
ル
、
食
品

関
連
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
赤
字
企

業
の
比
率
で
見
て
み
る
と
、「
婦
人
・

子
供
服
卸
」「
婦
人
・
子
供
服
小
売
」

な
ど
の
ア
パ
レ
ル
関
連
や
、「
生
鮮

魚
介
卸
」
な
ど
の
水
産
関
連
が
全
業

種
平
均
（
二
〇
・
一
％
）
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
年
商
規
模
別
で
は
、「
一

〜
一
〇
億
円
未
満
」
が
三
万
五
、八
四

六
社
で
過
半
数
を
占
め
ま
す
。

○
損
益
状
況

　

直
近
決
算
の
当
期
純
利
益
が
判
明

し
た
四
万
六
、八
四
八
社
に
つ
い
て

年
商
規
模
別
の
損
益
状
況
を
見
る
と
、

一
億
円
未
満
の
零
細
規
模
事
業
者
の

赤
字
比
率
が
全
体
の
三
七
・
八
％
と

最
も
高
く
、全
業
種
平
均（
二
〇・一
％
）

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
総
じ

て
年
商
規
模
が
小
さ
く
な
る
に
つ
れ

て
赤
字
比
率
が
高
ま
っ
て
お
り
、
急

速
な
円
安
に
よ
る
小
規
模
企
業
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

○
都
道
府
県
別

　

都
道
府
県
別
に
赤
字
企
業
比
率
を

見
る
と
、
宮
城
県
（
三
四
・
二
％
）、

福
島
県
（
三
一
・
二
％
）、山
梨
県
（
二

九
・
六
％
）、青
森
県（
二
八
・
四
％
）、

群
馬
県
（
二
六
・
二
％
）、長
野
県
（
二

六
・
一
％
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
見
通
し

　

急
速
な
円
安
進
行
で
輸
入
価
格
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
紙
メ
ー
カ
ー
で
は
、
従

前
か
ら
燃
料
費
の
高
騰
な
ど
で
採
算

が
悪
化
、
厳
し
い
資
金
繰
り
が
続
く

中
で
、
円
安
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
が

最
後
の
一
押
し
と
な
っ
て
民
事
再
生

法
を
適
用
し
た
企
業
も
あ
り
ま
す
。

食
品
業
界
に
お
い
て
も
、
値
上
げ
を

発
表
す
る
企
業
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
製
品
価
格
に
転
嫁
で
き

る
の
は
一
部
の
大
企
業
に
限
ら
れ
中

堅
・
中
小
企
業
で
は
難
し
く
、
全
国

七
万
社
超
の
輸
入
企
業
の
中
で
、
負

担
増
に
耐
え
き
れ
ず
に
行
き
詰
ま
る

円
安
倒
産
が
今
後
も
相
次
ぐ
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
円
安
の
効
果

　

為
替
レ
ー
ト
が
円
安
ド
ル
高
に
な

る
と
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
の
輸
出

企
業
は
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
半
面
、

輸
入
企
業
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
等
の
デ

メ
リ
ッ
ト
を
受
け
ま
す
。

　

経
済
効
果
は
産
業
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
り
ま
す
。「
商
業
」
を
海
外

取
引
形
態
別
に
見
る
と
、
輸
入
の
み

を
行
っ
て
い
る
企
業
に
よ
る
経
済
効

果
は
▲
三
〇
七
億
円
、
輸
出
の
み
で

は
一
五
五
億
円
、
輸
出
と
輸
入
の
両

方
を
行
っ
て
い
る
企
業
は
二
、四
二
七

億
円
と
試
算
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
一

般
機
械
製
造
」
五
九
八
億
円
、「
対

事
業
所
サ
ー
ビ
ス
」四
六
八
億
円
、「
化

学
製
品
製
造
」
三
九
八
億
円
、「
不

動
産
」
三
五
七
億
円
、「
金
融
・
保
険
」

三
四
三
億
円
、
な
ど
で
経
済
効
果
が

大
き
い
で
す
。

　

一
方
、
効
果
が
小
さ
い
の
は
、「
鉱

業
」
八
億
円
、「
公
務
」
一
二
億
円
、

「
水
道
・
廃
棄
物
処
理
」
四
〇
億
円
、

「
医
療
・
保
健
・
社
会
保
障
・
介
護
」

四
八
億
円
、
の
順
。

　

円
安
ド
ル
高
に
よ
る
付
加
価
値
額

は
四
、三
四
八
億
円
増
加
す
る
と
見
込

ま
れ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
か
ら
見
る
と
〇・
〇
九

％
分
の
押
し
上
げ
効
果
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
等
か
ら
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
将
来
は
楽
観
視
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま

た
い
つ
円
高
に
な
る
と
も
限
り
ま
せ

ん
。
後
継
者
が
い
る
か
ど
う
か
も
重

要
で
あ
り
、
い
れ
ば
継
続
す
る
か
、

他
へ
の
転
換
を
図
る
か
な
ど
、
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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　「私の会社は女性の戦力化をこう構築す
る」。
　上記テーマで15名の経営者が次々と発
表しました。その中の４人の発言を紹介し
ましょう。
○設備工事会社（従業員35名）
　女性社員は１名だけ。100世帯が居住す
るマンションの給排水管の工事の窓口を担
当してもらったところ、“住民へのアナウ
ンスが分り易い、工事内容説明の公示もき
ちんとしていた”と従来になく好評だっ
た。そこで、女性社員を募集している。
○ＩＴ関連会社（従業員12名）
　女性社員はゼロ。女性社員は定着してく
れるものなのか、雇うメリットはどこにあ
るのか？現在、そこそこの業績なので雇う
までの踏ん切りがつかない。
○酒・スーパー事業会社（従業員17名）
　同業者で女性バイヤーを７名育成したと

ころ業績が著しく伸びた。日常の買い物客
の９割は女性なのだから、我が社もあわて
て女性バイヤーを育てている。

　さて、当勉強会で会員の共感を得たのが
次に紹介する社長の体験談です。
○建築施工会社（従業員25名）
　当社（業歴32年）は、崖地の場所の建築、
坪200万円もかけた建物と種々の建て主
と建築家の要求に応え、現在は130社の
建築設計事務所の信頼を得ている。
　2006年、第二新卒の女性（Ｋさん）が現
場をやりたい、と入社。目的意識が明確な
ので採用した。一抹の不安もあったが２年
目に木造家屋のリフォームを担当させた。
３年目は木造の一戸建て、４年目はコンコ
ース…、将来はどのような建築物でもKさ
んに現場監督でも任せるつもりだ。
　職人達とやりとりする現場でもできるの
だから、女性なのでできないという考えは
間違っている。同時に２名雇うと定着率が
高まると思う。

　この10年間で急成長を遂げる一部の飲
食店、衣料店では、従来の日本型企業とい
われる終身雇用制の良さを食いつぶし、社
会問題を起こしています。
　とくに悪質な点は、終身雇用の働き場所
を求めている新規卒業生や若者に対し、会
社側は見せかけ上の装いを凝らし、使い捨
てていることです。
　このような“ブラック企業”は、労働基
準法の抜け穴を熟知しています。
　特徴は、
①　月収を誇張する
②　正社員という偽装で募集する
③　入社後も「選別」という形の就職活
動を続けさせる

④　戦略的に長時間労働をさせ、自己都
合退職に追い込む

　等です。
　若者は入社前に、その会社の社員の定着
率を確認する必要があるでしょう。
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